
【研究論文】

物語教材における挿絵の「表情」

一小学校物語教材の挿絵の効果に関する一考察－

手塚千晶

研究の目的

小稿の目的は、物語教材における挿絵が学習者の読みにもたらす影響に

ついて調査を行うことを通して、挿絵の持つ効果を明 らかにすると共に、

挿絵を活用 した物語教材の学習指導の在り方について考察することである。

近年、情報化やグロ ーバル化といった社会的変化に伴い、各分野におい

て 「視覚的情報を読み解く力」が注目されている。国語科教育においても

同様で、平成 29年に告示された新学習指導要領では、説明的な文章に関

する指導事項として、図表やグラフと結び付けて読み取ることが明記され

た。一方で、視覚的情報を踏まえた文章の精査 ・解釈という観点において、

文学的な文章への言及はなされていない。 これまで、文学的な文章におけ

る挿絵の多くは、学習者の教材文に対する興味関心を喚起させるものとし

て二次的に扱われてきたと言える。新学習指導要領の施行を目前に控え、

国語科における視覚的情報の価値が問い直されようとしている今、物語教

材における挿絵の教材価値について考察することは意義があると思われる。

2. 研究の方法と成果

小稿では、研究の目的を踏まえ、①現行小学校国語科教科書 ②新学習

指導要領 ③国語科におけるメディア ・リテラシーに関する先行研究 の

分析を行い、物語教材における視覚的情報の位置づけについて検討した。

また、 N市立 Y小学校第 3学年の児童 91名を対象に、物語教材における

挿絵が学習者の読みにもたらす効果について、正 ・負の両面から実験調査
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を行い、挿絵を活用した物語教材の学習指導の在り方について考察した。

小稿の成果は、挿絵が正の効果と負の効果の両面をもって、学習者の読

みに影響を与えていることを示したことである。すなわち挿絵に描かれる

「表情Jは、学習者の心情イメージの生成にとって、 正と負、両面の影響

を及ぼす要素であることが実証された。視覚的情報の重要性が増していく

これからの国語科教育において、学習者自身が視覚的情報としての挿絵を

主体的に読み解き、叙述の中で意味づけていく力を育成することが重要な

課題として挙げられる。今後も、小稿を出発点として、実践場面の中で、

挿絵を活用した物語教材の学習指導の在り方を模索していきたい。

3. 物語教材における挿絵活用の実態と方向性

3. 1 現行小学校国語科教科書

現行小学校国語科教科書において、挿絵が物語教材の学習指導にどのよ

うに位置づけられているのかを調査するために、学習指導書から挿絵を活

用した指導例を取り出し、①挿絵を活用した指導例の掲載数②挿絵の活

用目的の 2点について分析を行った。調査に用いた教科書は、光村図書

出版の小学校国語科教科書 10冊（第 1学年から第 4学年までの上下巻、

第 5学年、第 6学年）である（1）。第 1学年から第 6学年の国語科教科書に掲

載されている物語教材は 32作品あり、すべての教材に 1つ以上の挿絵が

掲載されている。

①挿絵を活用した指導例の掲載数の学年比較

第 1学年から第 6学年までの 32作品の物語教材のうち、学習指導書に

10 

第1学年第2学年第3学年第4学年第5学年第6学年
・物語教材数

.挿絵を活用した指導例が掲載されている物語教材数

【図 1 挿絵を活用した指導例が掲載されている教材】
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挿絵を用いた指導例が掲載されている教材の数について、学年ごとに調査

を行った。【図 1】は、挿絵を用いた指導例が学習指導書の該当箇所に 1

つ以上掲載されている物語教材の数を学年別に表したものである。

低学年では、物語教材全 16作品中すべてに挿絵を活用した指導例が掲

載されている一方で、中学年では 10作品中 2作品、高学年では 6作品中

1作品にとどま っている。このことから、現行国語科教科書における挿絵

を活用した指導は、主に低学年を中心として行われていると言える。

②挿絵の活用目的の分類

学習指導書内において、挿絵を用いた指導例が掲載されていた物語教材

19作品について、挿絵の活用目的を調査し、分類を行った。挿絵を用いた

指導例は、第 1学年から第 6学年で 50例あり、それらを以下の囚～回の

3つの項目に分類した。

囚物語に関心を持たせる（ 7例）

例）・絵を見ながら範読を聞く。等

固物語について想像したり、読み取ったりする（27例）

例）・挿絵を見て、どんなお話か想像する。

－挿絵に言葉を添えて、会話を想像する 0

・挿絵を見て、登場人物の心情を読み取る（想像する） 0 

・挿絵を見て、登場人物の行動を読み取る。

・挿絵を見て、物語の舞台や人物像を読み取る（想像する）。等

回物語の展開や場面設定を整理する（16例）

例）・挿絵を並べ替えて、お話の流れをとらえる。

－挿絵を見て場面ごとの登場人物・時・場所を整理する。等

次の【図 2】は、（1）で挙げられた挿絵を用いた指導例全 50例を、上記の

3つの項目に分類した場合、項目囚～回がどのような割合で出現するかを

示している。

【図 2 挿絵の活用目的】
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3つの分類項目の中で最も多く指導例として挙げられていたのが、「固物

語について想像したり読み取ったりする jであった。27例の指導例が掲載

されており、全体の半数以上となる 52%を占めていた。囚と固は、挿絵

が学習者の物語の読みに直接かかわることが想定されていない一方で、圃

は挿絵自体が読みの対象として学習の中に位置づけられているという点で、

他の 2っとは異なる挿絵の側面を捉えた活用の仕方であると言うことがで

きる。また、メディア・リテラシーの観点から小学校国語科教科書の研究

を行った奥泉（岩本）・内海・岡田（2004）によると、「絵や写真から物語の

内容について想像する」ことに関しては、「見ること」の教育の先進国であ

る西オーストラリア州のカリキュラムと比較したところ、該当する項目が

存在せず、我が国独自の挿絵の活用の仕方であるとされている（2）。

小学校国語科教科書の分析を通して、挿絵は、低学年においては物語の

読みに直接かかわる情報として学習に位置づけられる 一方で、中学年以降

においてはほとんど扱われなくなることが明らかになった。 この要因のー

っとして、中学年以降においては、叙述による読みの重要性が増すことが

考えられる。 しかしながら、多くの先行研究で指摘されているように、物

語における挿絵は、文章との補完関係の中で、物語に関わる様々な情報を

読み手に提供しながら、 学習者の叙述の読みに影響を与えている。視覚的

情報の重要性が一層高まるこれからの時代においては、低学年だけでなく、

小学校教育の様々な段階を通じて、文章の解釈と挿絵の解釈が共存し、相

互作用の中で豊かな物語の読みが実現する物語教材の学習指導を行ってい

く必要があると言えるのではないだろうか。

3. 2 新学習指導要領

平成 29年 3月に改訂の学習指導要領は、昭和 22年に初めて学習指導要

領（試案）が公示されて以来、昭和 26年、 33年、 43年、 52年、平成元年、

10年、 20年に続く 8回目の全面改訂である。戦後、社会の変化に伴い、

国語科教育における視覚的情報の位置づけは様々に変化してきたが、近年

の高度情報化社会の到来によって、徐々にその指導の方向性が、図や表な

どを対象とした情報分析能力の育成へと定まりつつある。

平成 29年度版小学校学習指導要領には、視覚的情報の活用に関して、

次のような記述がある。（下線筆者）
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第 5学年及び第 6学年

C読むこと

ウ目的に応じて、文章と盟主などを結び付けるなどして必要な情報

を見付けたり、論の進め方について考えたりすること 。

内容の取扱い 3 ( 3) （中略）説明的な文章については、適宜、図表

生豆豆Lなどを含むものを取り上げること 。
第 5学年及び第 6学年において、「読むこと」の領域に視覚的情報に関す

る記述が新たに加えられ、さらに、「内容の取扱しリにおいては、説明的文

章の学習で視覚的情報を活用する方向性が明示された（3）。

このような記述が加えられた背景としては、国立教育政策研究所が実施

する全国学力学習状況調査が挙げられる。平成 27年に実施された調査で

は、図やグラフなどを、自分の考えを伝えるために効果的に用いたり 、文

章と図表やグラフなどを関係づけて自分の考えを書いたりすることに課題

があることが明らかにな った（4）。その結果を受けて、新学習指導要領にお

いては、図表やグラフといった視覚的情報を適切に読み解く力を国語科教

育の中に明確に位置づけたと考えられる。情報化の進展が著しい現代社会

においては、図や表などの視覚的情報を読み解き、文章と結び付けて解釈

する力が不可欠である。説明的文章における図や表といった視覚的情報が、

新しい社会で求められる情報分析能力を育成するものとして注目されたこ

とは、意義のあることだと言えるだろう。

しかしながら、同じ「読むこと Jの学習でありながら、文学的文章の挿

絵にはほとんど光が当てられない。学習指導要領では、平成 10年版の「絵

や写真などを見て想像を膨らませながら読むこと （5)Jという文言を最後に、

文学的文章における視覚的情報に関する記述は見られなくなった。

これまで、文学的な文章における挿絵の多くは、学習者の教材文に対す

る興味関心を喚起させるものとして二次的に扱われてきたと言える。 しか

しながら、かつてない情報の視覚化に直面するこれからの社会においては、

文学的な文章における挿絵も、文章を構成する要素のーっとして、読みの

学習の中で重要な役割を担うと言えるのではないだろうか。今後、物語教

材の学習において挿絵を効果的に活用していくためには、挿絵が学習者の

物語理解にもたらす効果を正・負の両面から検証し、活用の方法を検討し

ていく必要があるだろ う。
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4. 挿絵の「表情」が学習者の読みに与える影響の分析

4. 1 調査概要

本調査の目的は、物語教材の挿絵に描かれる「表情j と、登場人物の心

情イメージを生成することとの影響関係を検討することである。

調査に使用した教材は、光村図書出版小学校国語科教科書第 4学年物語

教材「白いぼうし」 （6）である。光村図書出版では、昭和 46年版から平成 17

年版まで、登場人物の「女の子」を正面から描いた挿絵を掲載していた。

表情に着目して「女の子Jの挿絵の変遷を辿ると、昭和 46年版では暗い表

情であったが、平成 8年版を境に明るい表情の挿絵に差し替えられている。

しかし、平成 23年版以降は、該当場面の「女の子Jの挿絵が削除されてい

る。 これは、文章から［女の子Jの様子を想像してもらいたいという教科

書編集側の意図によるものだ。

この挿絵が掲載されている場面における「女の子j の心情は、本文中に

「まよっている」「っかれたような声J「せかせかと j という叙述があるこ

とから、負の感情であることが読み取れる。少なくとも、笑顔が見られる

ような心情は描かれていないことを踏まえると、平成 8年版や平成 15年

版の挿絵を見た学習者は、叙述に描かれた心情情報と挿絵に描かれた心情

情報との差異に違和感を覚えた可能性が考えられる。

佐藤（2004）は、挿絵に描かれた様々な情報と学習者の読みとのかかわり

について、挿絵に描かれる「表情Jの要素が学習者の豊かな心情理解を促

すと述べている（7）。 確かに1 挿絵に描かれる「表情」は、登場人物の心情を

視覚的に表すものとして、理解を助けるものであると言えるだろう 。 しか

しながら、大内・阿部（1993）が指摘するように、挿絵の負の効果という見

方で挿絵の「表情」がもたらす影響を考えるとき、「表情Jは、その影響力

の大きさから、学習者の心情イメージを画一化させてしまい、叙述に基づ

いた読みを妨げる可能性も考えられる（8）。

本調査においては、物語教材「白いぼうし」に登場する「女の子」の挿

絵の表情の違いが、学習者の登場人物（女の子）の心情の読み取りに、ど

の程度影響を及ぼすのかを明らかにする。調査対象は、 N市立 Y小学校第

3学年の児童計 91名である。
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4. 2 調査の手続き

被験者は、 A群（統制群）、 B群（挿絵＋）、 C群（挿絵一）に分けられ

た。A群には挿絵のない本文資料、 B群には明るい表情の女の子の挿絵が

ある本文資料、 C群には暗い表情の女の子の挿絵がある本文資料が渡され

た。【挿絵 1】及び【挿絵 2】はそれぞれ、 B群と C群の本文資料に掲載し

た「女の子」の挿絵である。なお、今回の調査においては、表情以外の要

素による影響を排除するため、構成や色彩などの条件を一致させた表情の

み異なる挿絵を作成し、使用することとした。

【挿絵 1 B群で提示】 【挿絵 2 C群で提示】

調査は質問紙法が用いられた。構成は、内容理解に関する質問（正誤判

定）、「女の子」の心情や様子に関する質問（ 4件法）の 2つである。内容

理解に関する質問では、物語内容に関する文章が時系列順に 10個並べら

れている。文章にはそれぞれ下線が引いてあり、被験者は下線部分が話の

内容と一致しているかどうかを判定してOか×を回答欄に記入した。 この

質問で 7割以上得点できなかった被験者は物語内容を十分に理解すること

ができていない者として分析の対象から除外された。また、各群の平均得

点を比較し、 A群～C群の読解力に差がないことが確認された。

「女の子」の心情や様子に関する質問では、テクストから読み取れる「女

の子Jの心情や様子を表す言葉とその反対の意味内容にあたる以下の言葉

が、順不同で 10項目配置されている。被験者は、それぞれについて「 4

とてもそう思う J「3 すこしそう思う」「2 あまりそう思わないJ「1
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ぜんぜんそう思わなしリの 4段階で、もっとも近いと思う番号に 1つだけ

Oをつけて回答をした。

【質問紙の語群】わ くわくしている あせっている つかれている

よろこんでいる こわがっている すっきりしている 元気 こまって

いる つまらない ほっとしている

4. 3 調査結果

a）内容理解に関する質問紙調査の結果と分析

内容理解に関する質問では、合っているものを 1点、間違っているもの

を0点として被験者の回答を得点化し、 10点満点、で分析を行った。その結

果、すべての被験者が、 7割以上の得点率であり、調査を行う上で十分な

内容理解ができていると判断された。また、平均得点は A群が 9.74点、 B

群が 9.62点、 C群が 9.77点であった。最低点と最高点の差がほとんどな

いため、 3群聞の読解力の等質性に関しては明言できないが、得点率の高

さからすべての被験者が本調査を行うために十分な内容理解ができている

と判断し、本調査では 91名の被験者の回答を分析の対象として含めるこ

ととする。

b）「女の子」の心情や様子に関する質問紙調査の結果と分析

4件法によって行われた「女の子」の心情や様子に関する質問では、各

項目の「 4 とてもそう思う」「 3 すこしそう思う J「2 あまりそう思わな

い」「 1 ぜんぜんそう思わない」を 1～4で得点化する。その後、 3群聞

に差があるかを確かめるために、それぞれの項目において、解析ソフトの

js-STARを用い、得点化したデータから 1要因被験者間の分散分析を行っ

た。（【参考資料】参照）

はじめに、本文中から読み取れる「女の子」の心情や様子の項目（あせ

っている・っかれている・こわがっている・こまっている）について、分

散分析を行った結果から考えられることは、以下の 2点である。

①「こまっている Jや「こわがっている」の項目では 本文のみを見な

がら読んだ子どもたちは、叙述と異なる笑顔の表情の挿絵を見ながら

読んだ子どもたちよりも、「女の子」の心理状態を正確に読み取る傾向

があることが示唆された。このことから、叙述と異なる表情の挿絵

は、学習者が登場人物の心情を正確にイメージすることに負の効果と
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して働く可能性があると言えるだろう 。

②「っかれている Jや「こまっている j の項目では、叙述に合った暗い

表情の挿絵を見ながら読んだ子どもたちは、叙述とは異なる笑顔の表

情の挿絵を見ながら読んだ子どもたちよりも、「女の子」の心理状態を

正確に読み取る傾向があることが示唆された。 このことから、叙述に

合った表情の挿絵があることは、叙述と異なる表情の挿絵があるより

も、学習者が登場人物の心情を正確にイメージすることを促進する可

能性があると言えるだろう 。

次に、本文中から読み取れる「女の子」の心情や様子とは反対の意味内

容の項目（わくわ くしてい る ・よろこんでいる・すっきりしている ・元気）に

ついて、分散分析を行った結果から考えられることは、以下の 3点であ

る。

①「わくわくしている Jや「すっきりしている」の項目では、叙述とは異

なる笑顔の表情の挿絵を見ながら読んだ子どもたちは、本文のみを見て

読んだ子どもたちよりも、「女の子」の心情を誤読する傾向があること

が示唆された。 このことから、叙述と異なる表情の挿絵は、学習者が登

場人物の心情を正確にイメージすることに負の効果として働く可能性が

あると言えるだろう。

②「よろこんでいるJや「すっきりしているJ、「元気j の項目では、叙述

とは異なる笑顔の表情の挿絵を見ながら読んだ子どもたちは、叙述に合

った暗い表情の挿絵を見ながら読んだ子どもたちよりも、「女の子j の

心情や様子を誤読する傾向があることが示唆された。 このことから、叙

述と異なる表情の挿絵があることは、叙述に合った挿絵があることに比

べて、学習者が登場人物の心情を誤ってイメージする可能性が高いと言

えるだろう 。

③「元気Jの項目では、本文のみを見ながら読んだ子どもたちは、叙述に

合った暗い表情の挿絵を見ながら読んだ子 どもたちよりも、「女の子」

の心理状態を誤読する傾向があることが示唆された。 このことから、叙

述に合った表情の挿絵は、学習者が登場人物の心情を正確にイメージす

ることに正の効果として働く可能性があると言えるだろう 。
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4. 4 考察

分析結果を踏まえて、物語教材の挿絵に描かれる「表情」と登場人物の

心情イメージを生成することとの影響関係についてまとめると、次のよう

なことが示唆される。

①叙述に合った表情の挿絵を提示することにより、被験者が叙述から読み

取る登場人物の心情や様子において、正しいイメージの生成が促進され

た。

②叙述と異なる表情の挿絵を提示することにより、被験者が叙述から読み

取る登場人物の心情や様子において、誤った心情イメージの生成が促進

された。

ただし、これらはいずれも、今回の実験結果のみから示唆されるもので

あり、今後様々な観点、から実験を行ってし、かなければ、結果として断定で

きるものではない。 しかし、今回の実験結果から仮定をしていくと、少な

くとも、挿絵に描かれる表情は学習者が叙述から読み取る登場人物の心情

イメージに何らかの影響を及ぼしていると思われる。本調査によって、明

るい表情の挿絵を見た学習者は登場人物の心情を明るく捉え、暗い表情の

挿絵を見た学習者は登場人物の心情を暗く捉えるという傾向が見られた。

これは、挿絵に描かれる「表情」が学習者の心情イメージの生成に影響し

ていることを示す結果である。

挿絵が学習者の読みを左右する要素であるとするならば、挿絵は学習者

の叙述の読みを視覚的に補う正の効果と同時に、叙述の読みを必要以上に

画一化し、解釈の余地を狭めてしまう負の効果としての側面も考えられ

る。挿絵の正の効果を有効に活用した学習を行っていくためには、挿絵に

描かれた情報を受動的に、無意識的に受け取るのではなく、学習者自身が

叙述をもとにして、主体的に挿絵を読み解くことが求められるのではない

だろうか。

5. 挿絵を活用した物語教材の学習指導の在り方

筆者は、本論文における研究調査や先行研究の知見を踏まえ、物語教材

の学習において挿絵を活用することの意義について、①視覚的情報を読み

解く力 ②叙述を読み解く力 というこつの力を育成することであると考
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える。

物語教材の挿絵に焦点を当てて、何らかの情報を読み取るときに重要と

なるのが「叙述に基づいて挿絵を意味づける」ということである 。挿絵に

は、表情や動作、景色など様々な情報が描かれており、読み手である私た

ちは、挿絵単体でもそこから何らかの情報を読み取ることができる。しか

しながら、物語に付随する挿絵から情報を読み取るにあたっては、それで

は不十分であろう。挿絵に描かれた表情や行動、場所などの物語情報が、

物語においてどのような意味を持つのかは、叙述を読むことによってのみ

理解することができるのである。

また、挿絵に描かれる情報が、学習者に新たな叙述の解釈を提示するこ

とも考えられる。「表情」がその一つであるように、挿絵には、叙述に語ら

れない多くの情報が描かれている。学習者は、叙述に語られない情報を挿

絵から得ることによって物語に関する新たな見方を得て、再び叙述を読み

直す。その度に学習者の叙述の読みは更新され、深まっていくだろう 。

つまり、挿絵から読み取った情報を叙述と結びつけながら物語の読みを

構築していく過程では、「叙述を読み解く力」と「視覚的情報を読み解く力」

の双方が関わり合いながら育成されていく。物語教材の学習において、挿

絵を活用することは、これからの時代に求められる国語力を養うという意

味において、有効であると言えるだろう。

しかしながら、視覚的情報を授業に取り入れていくにあたっては、教師

の負担や共有の難しさなど様々な障壁が考えられる。このような様々な制

約の下で、効率的に視覚的情報を取り入れていくための方法のひとつとし

て、「デジタル教科書Jの活用を挙げたい。近年、学校現場における ICT機

器の普及率は著しく伸長している。教育への ICT活用の特性・強みにつ

いて、文部科学省「教育の情報化ビジョン～21世紀にふさわしい学びと学

校の創造を目指して～」では、以下のような事柄を挙げている（9)0 （以下、

筆者要約）

・多様で大量の情報を収集、整理・分析、まとめ表現することなどができ、

カスタマイズが容易であること。

－音声・画像・データ等を蓄積・送受信できるという時間的・空間的制約

が解消されること 。

－距離を問わず相互に情報の発信・受信のやり取りができるという双方向

( 59) 



性を有することから、児童生徒の資質・能力等を更に育むための学習に

つながり、効果的・効率的な授業運営が可能となること。

このように、ICT機器の活用は新学習指導要領において重要視される「主

体的・対話的で深い学びJの実現に大きく貢献するものであるとされ、情

報化が進むこれからの時代において、普及・活用が期待される教材である

とされている。

その一つであるデジタル教科書は、紙媒体の教科書と 同一の学習内容を

デジタル化したものである （HJo 例えば、デジタノレ教科書では挿絵を拡大し

て表示することや、挿絵をカード化して並べ替えたり、選択して表示した

りすることができる 。 これは、学習者が挿絵を細部まで注目して見ること

を可能にしており、挿絵を並べ替えながらお話の流れを確かめたり、対応

する挿絵を比較したりするなどといった学習を行うことができるだろう。

また、端末上にある画像の切り貼りを自在に行うことができる。教師が必

要に応じて学習に関連する動画や写真などを表示することによって、学習

者の関心が高まり、視覚的な情報による深い理解が促されることが期待で

きるだろう。さらに、不要な部分を表示しないようにすれば、学習者に意

図的に挿絵を見せない状態で学習を行うことも可能である。この機能を用

いることによって、叙述による読みを促すために意図的に挿絵を見せない

で読み取りを行うことや、読み取りを行った後で再度挿絵を提示するなど

といった学習の可能性が考えられる。このように、デジタル教科書は、 ICT

機器の特性を生かして、これまでの紙の教科書では実現できなかった様々

な学びの手段を可能にする刷。

これからの物語教材の学習における「挿絵を読む」活動は、国語力とし

ての「叙述を読み解く力」と「視覚的情報を読み解く力」双方の育成が期

待できるものであり、今後も継続して取り入れていく意義のある活動であ

ると言えるだろう 。 しかしながら、未だ物語教材における挿絵の扱い方は

確立されているとはいえず、今回提示したものも、そのうちのほんの一部

にすぎない。学習者の実態や教材の特性を踏まえた挿絵の活用方法を、今

後も模索していきたい。
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【参考資料】「女の子Jの心情や様子に関する質問紙調査の分散分析の結果

A B c 
F値 多重比較の結果

（統制群） （挿絵＋） （挿絵ー）

n 31 29 30 AくB*
わくわくしている 平均 1.45 1.86 1.5 

f(2,87)=2.56 
A=C n.s. 

標準偏差 0.56 0.86 0.81 
pく.10

B=C n.s. 

n 31 29 29 

あせっている 平均 2.97 2.59 2.62 
f(2,86)=1.31 

標準偏差 0.93 1.19 
n.s. 

0.96 

n 31 29 31 A=B n.s. 

つかれている 平均 3.39 2.93 3.55 
fて2,88)=3.32

A=C n.s. 

標準偏差 0.79 1.2 0.8 
pく.05

BくC*

n 31 29 30 A=B n.s. 
よろこんでいる 平均 1.61 2 1.33 

f(2,87)=4.95 
A=C n.s. 

標準偏差 0.75 1.02 0.6 
pく.05

B>C * 

n 31 29 30 A>B * 
こわがっている 平均 1.74 1.34 1.4 

f(2,87)=3.08 
A=C n.s. 

標準偏差 0.72 0.54 0.71 
pく.10

B=C n.s. 

n 31 28 29 AくB*
すっきりしている 平均 1.45 1.86 1.38 

f(2,85)=3.22 
A=C nふ

標準偏差 0.66 0.87 0.72 
pく.05

B>C * 

n 31 29 29 A=B nふ
元気 平均 2.06 2.41 1.55 

f(2,86)=7.56 
A>C * 

標準偏差 1.01 0.77 0.67 
pく.01

B>C * 

n 31 29 31 A>B * 
こまっている 平均 3.45 2.79 3.26 

f(2,88)=4.81 
A=C n.s. 

標準偏差 0.66 0.8 
pく.05

BくC*

n 31 29 27 

つまらない 平均 1.87 1.83 1.78 
f(2,84)=0.08 

n.s. 
標準偏差 0.71 0.99 0.96 

n 31 29 30 

lまっとしている 平均 2.42 2.62 2.13 
f(2,84)=2.27 

ー
n.s. 

標準偏差 0.79 0.93 0.88 

（各項目のnは無記入回答を除外している）

多重分析の結果、有意差が見られた質問項目に網掛けを施した。
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